
「改正食育基本
法」のポイントの
ほか、神奈川県立
相原高等学校・東
海学院大学の取組
を紹介

JA全中
私たちの国で消費する食べ物は、できる
だけこの国で生産する「国消国産」の取
組を紹介

消費・安全局 消費者行政・食育課

国民理解醸成・行動変容に向けた取組×JA全中「国消国産」
～消費者の部屋キッチン開設記念・国産を味わおう～

開催日：令和８年７月２１日（火）～７月２４日（金）＜４日間＞開催（キッチン開設セレモニーを含む）
来場者：８８７人
概要：当省の各種取組に加え、JA全中が推進する「国消国産」の取組をパネルや動画等で紹介するとともに、食に関するミニ講座や
体験コーナー、展示内容と連動した国産品等の販売を実施しました。また、展示に先立ち、キッチン開設セレモニーを行いました。

大臣官房
食料安全保障室

消費・安全局
消費者行政・食育課

農産局 穀物課 農産局 園芸作物課

農産局
農業環境対策課

農村振興局
地域振興課 畜産局

牛乳乳製品課

動画上映

JA全中の取組と
省内の各部局
（大臣官房、農
産局、畜産局）
の取組を紹介

日本の「食」のあらゆ
る人々と行政が一体と
なって、考え、議論し、
行動する国民運動
「NIPPON FOOD 
SHIFT」や「FOOD 
SHIFTセレクション」
について紹介

大臣官房
新事業・食品産業部

価格形成による、持
続的な食料供給の
実現に向けた理解
と共感を深めるこ
とを狙いとした広
報活動「フェアプ
ライスプロジェク
ト」について紹介

企業・団体・学校など、
様々な方とのコラボ
レーションを通じて、
ごはん食の魅力を発信
する「おにぎりプロ
ジェクト」について紹
介

「野菜を食べようプ
ロジェクト」、「毎
日くだもの200グラ
ム運動」、「野菜の
日シンポジウム～気
軽に始める野菜のあ
る暮らし～」につい
て紹介

有機農産物を選
択することで、
農村の生物多様
性や地球を守り、
環境にやさしい
消費につながる
ことを紹介

農業・農村が米や
野菜など生産の場
として役割を果た
しているだけでは
なく、洪水や土砂
崩れの防止、生物
多様性の保全等
様々な多面的機能
を持っていること
を紹介

「牛乳でスマイル
プロジェクト」や
「土日ミルク」の
取組、原料から製
品ができるまでの
流れを紹介

ミニ講座

体験コーナー

学校訪問

お米量りゲームを
実施。大変好評で
多くの来場者に挑
戦していただきま
した

販売

国消国産、
米、牛乳、
食育の
テーマで
解説

※上画像：ＪＡ全中（一般社団法人全国農
業協同組合中央会）の動画上映の様子
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